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さまざまな進路 
進路には大きく分けて【就職】と【進学】があります。就職は原則的に親や親せきの会社等に

就職する「縁故就職」、中学校を通して職業安定所の紹介による「紹介就職」に分けられます。 
進学は高等学校や高等専修学校、高等支援学校など多種多様な学校の中から自分に適したも

のを選んでいくことになります。今後進路を選んでいく際に、自分が望む進路選択をできるよ
うにするためにも、今できることを精一杯やっておくことが何よりも大切になってきます。 

 

高等学校について 
私立と公立のちがい 

私立 公立 
民間が設立 
男子校、女子校、共学校がある 
2 月 10、11 日に入試がある 
専願と併願の受験方法を選べる 
諸費用などが公立に比べると高い 
それぞれの学校により独自性がある 
近隣校：大阪学院、青凌など 

府が設立(昨年度より府内の公立はすべて府立) 
共学校のみ 
特別選抜入試⇒2 月 20、21 日 
一般選抜入試⇒3 月 11 日 
諸費用などが私立に比べると安い 
合格したら必ず入学する 
近隣校：吹田、山田など  

専願と併願のちがい 
専願 併願 

合格したら必ずその高校に入学することを約
束して受験する方法 
併願受験より合格点などにおいて入試時に優
遇される場合が多い 

合格してもその後の公立受験で、公立高校に
合格すれば私立高校に進学しない受験方法 

※公立高校は合格したらその高校に必ず入学するので、専願・併願の区別はありません。 

受験の流れ 
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→ 合格   私立・公立 ２次 

※私立専願で合格したら他の高校の受験はできません。 

進路だよりは進路ファイルへ☛ 

 

 

  
進路だより第 3 号からは、進路学活でみんなに伝えた内容の復習を

していきます。先生が話した内容を思い出しながら見てください！ 

 

続きは裏面へ GO☞ 



 

 

高校の選抜方法 
私立高校の選抜方法 
学校の成績 
（内申） 

2 学期 2 回の実力テスト 
2 学期の 5 段階評定 

  

＋ ⇒ 合否判定 
当日の学力検査 ＋ (面接)※面接実施校のみ   

 
公立高校の一般選抜の選抜方法 

学校の 
成績 

・調査書（5 段階評定＋活動/行動の記録） 
1 年生の評定合計（5×9 教科）×２ 
2 年生の評定合計（5×9 教科）×２ 
3 年生の評定合計（5×9 教科）×６ 

・自己申告書 

 
 
450 点 

 

総合点 
900 点 

＋  ⇒ 合否判定 
当日の学力検査   国社数理英 90 点×5 教科＝ 450 点   

 
倍率タイプ（各公立高校が設定している倍率タイプにより、総合点を算出する） 

 タイプⅠ タイプⅡ タイプⅢ タイプⅣ タイプⅤ 

学力検査 1.4 1.2 1.0 0.8 0.6 

調査書 0.6 0.8 1.0 1.2 1.4 

 

入試に向けて、「今」みんなにできること・やるべきこと 

〇余裕をもって行動する。 

→8:25 間に合ってますか？ 頑張ろうとしている人が増えてきていますね。 

〇服装を整える。 

→スカートの人はスカートを折って短くしていませんか？ 

〇授業を大切にする。授業をしっかり聞く。 

→授業 5 か条を意識してますか？ ☞ みんなで声かけできたら素敵ですね。 

〇提出物をしっかり出す。 

→提出物は早め早めを意識！ 

〇勉強体力をつける。 

→復習することで記憶は定着します。継続的な学習が大切です！ 

〇自己申告書に書ける経験をする。 

→部活動、勉強、委員会活動など「これだけは頑張った」と思える活動を！ 

〇アンテナを高く持つ。情報を集める。 

 →まずは自分で調べて情報入手。そして、見学会などに積極的に参加しよう！ 


